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近
世
の
神
宮
例
幣
使
発
遣
渡
　
辺
修
は
じ
め
に
　
本
稿
に
お
い
て
は
近
世
の
朝
廷
に
お
け
る
神
宮
例
幣
使
発
遣
を
取
り
上
げ
る
。
例
幣
と
は
伊
勢
神
宮
の
神
前
に
新
穀
を
奉
る
神
嘗
祭
の
と
き
に
天
皇
が
使
者
を
遣
わ
し
て
幣
吊
を
奉
る
こ
と
で
あ
り
、
養
老
五
（
七
二
一
）
年
九
月
十
一
日
に
発
遣
さ
れ
て
以
降
、
例
年
、
同
日
を
式
日
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
源
平
合
戦
の
頃
よ
り
は
幣
料
も
不
足
し
、
式
日
に
使
を
発
遣
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
戦
国
時
代
に
入
っ
て
後
土
御
門
天
皇
の
末
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
頃
に
廃
絶
し
、
正
保
四
（
＝
ハ
四
七
）
年
に
再
興
さ
れ
た
。
　
例
幣
使
は
王
・
中
臣
・
忌
部
・
卜
部
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
し
か
し
平
安
時
代
に
は
王
と
し
て
皇
親
に
留
ま
る
者
は
稀
有
と
な
り
、
そ
の
数
は
激
減
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
朝
廷
は
神
事
違
例
を
回
避
す
る
た
め
に
元
服
直
後
の
無
位
王
を
便
宜
的
に
叙
爵
し
て
勤
仕
さ
せ
た
り
、
皇
親
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
、
あ
た
か
も
姓
の
よ
う
に
王
号
を
称
す
る
王
氏
と
い
う
変
則
的
な
氏
族
の
存
在
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
正
保
四
年
の
再
興
以
降
は
、
河
越
家
が
王
代
を
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
真
継
家
が
忌
部
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
延
徳
元
（
一
四
八
九
）
年
、
吉
田
兼
倶
の
飛
神
明
事
件
以
後
、
卜
部
（
吉
田
）
氏
は
祭
庭
に
列
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
を
峻
拒
さ
れ
、
近
世
に
及
ん
だ
。
そ
こ
で
神
宮
大
宮
司
を
世
襲
し
た
河
辺
家
が
四
姓
使
の
一
員
と
な
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
恒
例
の
奉
幣
使
以
外
に
も
朝
廷
か
ら
神
宮
に
発
遣
さ
れ
る
奉
幣
使
に
は
天
皇
、
国
家
、
神
宮
に
事
の
あ
っ
た
場
合
の
臨
時
奉
幣
使
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
格
別
の
大
事
に
際
し
て
は
三
位
以
上
の
公
卿
ま
た
は
参
議
が
充
て
ら
れ
た
。
こ
れ
を
公
卿
勅
使
と
い
い
、
王
・
中
臣
・
忌
部
・
卜
部
の
四
姓
も
　
　
　
（
4
）
副
従
し
た
。
　
公
卿
勅
使
は
天
平
十
（
七
三
八
）
年
五
月
に
発
遣
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
一57一
り
、
嘉
暦
三
（
＝
二
二
八
）
年
九
月
に
発
遣
さ
れ
た
後
、
戦
乱
の
た
め
に
三
百
十
九
年
間
途
絶
し
、
正
保
四
年
に
例
幣
と
と
も
に
再
興
さ
れ
た
。
絶
え
て
久
し
い
重
儀
の
再
興
の
た
め
、
特
別
に
参
議
広
橋
繧
光
を
公
卿
勅
使
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
遣
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
天
皇
即
位
に
際
し
て
の
由
奉
幣
や
神
宮
式
年
遷
宮
に
際
し
て
の
一
社
奉
幣
は
戦
国
期
に
お
い
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。
　
近
世
に
お
け
る
奉
幣
使
研
究
の
嗜
矢
は
高
埜
利
彦
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
高
埜
氏
は
古
代
・
中
世
に
お
い
て
天
皇
の
即
位
報
告
や
国
家
異
変
に
対
す
る
安
全
祈
願
の
た
め
に
発
遣
さ
れ
た
七
社
奉
幣
使
と
宇
佐
・
香
椎
奉
幣
使
が
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
に
再
興
さ
れ
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
と
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奉
幣
使
は
発
遣
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
幕
藩
制
国
家
の
中
で
幕
府
の
主
導
の
下
に
存
在
し
た
朝
廷
が
独
自
の
神
事
と
し
て
は
執
行
し
え
な
か
っ
た
文
化
元
年
や
延
享
元
年
の
よ
う
な
前
二
回
と
は
違
い
、
す
で
に
朝
・
幕
間
の
政
治
的
な
逆
転
を
遂
げ
た
あ
と
の
元
治
元
年
の
奉
幣
使
は
朝
廷
主
導
に
よ
る
独
自
の
神
事
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
明
　
　
　
　
　
　
（
7
）
ら
か
に
し
て
い
る
。
　
藤
田
覚
氏
は
正
保
四
年
に
再
興
さ
れ
た
伊
勢
公
卿
勅
使
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
断
続
的
に
総
計
七
回
行
わ
れ
、
正
保
・
天
和
・
元
文
の
三
回
は
例
幣
使
な
み
の
不
十
分
な
形
式
で
あ
っ
た
が
、
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
の
派
遣
に
お
い
て
古
代
・
中
世
の
旧
来
の
形
式
に
復
古
し
て
幕
末
の
安
政
・
文
久
の
二
回
の
範
と
な
り
、
そ
の
儀
式
の
形
が
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
　
ま
た
不
十
分
な
形
式
と
は
い
え
、
公
卿
勅
使
を
さ
せ
、
し
か
も
享
和
に
お
い
て
旧
来
の
形
式
へ
復
古
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
天
皇
と
朝
廷
が
朝
儀
・
神
事
の
再
興
復
古
に
か
け
た
意
欲
と
努
力
が
読
み
と
れ
る
と
し
て
い
（
8
）
る
。　
以
上
の
よ
う
に
先
行
研
究
に
お
い
て
近
世
の
奉
幣
使
発
遣
は
天
皇
・
朝
廷
の
政
治
的
浮
上
い
う
側
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
　
本
稿
に
お
い
て
は
奉
幣
使
の
な
か
で
も
近
世
に
お
い
て
神
宮
の
神
嘗
祭
に
際
し
て
発
遣
さ
れ
た
例
幣
に
つ
い
て
、
神
宮
上
卿
を
は
じ
め
、
摂
政
・
関
白
・
神
宮
奉
行
・
祭
主
が
、
そ
の
準
備
過
程
に
お
い
て
果
た
し
た
機
能
、
ひ
い
て
は
近
世
朝
廷
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
行
政
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
一
　
承
応
三
年
度
例
幣
発
遣
の
準
備
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
本
章
で
は
神
宮
伝
奏
葉
室
頼
業
の
『
神
宮
伝
奏
日
次
記
』
に
よ
っ
て
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
度
の
準
備
過
程
を
み
る
。
同
八
月
九
日
条
に
は
「
一
、
例
幣
談
合
二
鷲
尾
殿
へ
参
申
也
、
」
と
あ
り
、
神
宮
伝
奏
葉
室
頼
業
が
前
任
者
の
鷲
尾
隆
量
に
例
幣
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
同
十
三
日
条
に
は
葉
室
が
関
白
二
条
光
平
に
「
例
幣
上
卿
之
儀
、
如
例
相
触
さ
せ
可
申
哉
、
又
、
万
事
如
例
可
申
付
之
儀
」
と
述
べ
、
例
幣
上
卿
の
人
事
に
つ
い
て
例
の
よ
う
に
告
知
さ
せ
て
よ
い
か
伺
い
、
ま
た
、
万
事
、
例
の
よ
う
に
神
宮
伝
奏
に
申
し
つ
け
て
も
ら
い
た
い
旨
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
一58一
し
て
二
条
側
は
「
御
心
得
被
成
候
由
」
と
回
答
し
た
。
　
同
十
六
日
、
神
宮
奉
行
中
御
門
宗
良
と
伊
勢
と
例
幣
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
同
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
再
び
中
御
門
が
葉
室
を
訪
れ
、
「
例
幣
之
役
人
之
事
相
談
申
也
、
又
、
伊
勢
へ
之
伝
馬
之
事
、
武
家
伝
奏
へ
可
申
之
事
相
談
申
也
、
」
と
あ
り
、
例
幣
の
役
人
人
事
と
伊
勢
へ
の
伝
馬
を
武
家
伝
奏
に
申
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
　
同
十
八
日
条
に
は
「
今
日
、
巳
刻
許
、
官
務
・
大
外
記
へ
申
遣
、
地
下
之
役
人
者
、
今
日
中
二
吟
味
候
て
、
奉
行
頭
中
将
殿
迄
二
被
申
候
由
申
遣
也
、
」
と
あ
り
、
葉
室
が
官
務
・
大
外
記
に
地
下
役
人
の
人
事
に
つ
い
て
今
日
中
に
検
討
し
、
中
御
門
ま
で
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
同
二
一
日
条
に
は
「
武
家
之
伝
奏
清
閑
寺
大
納
言
殿
へ
例
幣
之
伝
馬
人
足
、
如
例
可
被
仰
渡
之
由
申
遣
也
、
」
と
あ
り
、
葉
室
は
武
家
伝
奏
清
閑
寺
共
房
に
例
幣
の
伝
馬
人
足
を
例
の
よ
う
に
手
配
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
二
　
延
享
四
年
度
例
幣
発
遣
の
準
備
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
本
章
で
は
神
宮
上
卿
中
山
栄
親
の
『
神
宮
上
卿
記
』
に
よ
っ
て
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
度
の
準
備
過
程
を
み
る
。
同
八
月
十
四
日
条
に
は
「
兵
庫
頭
賢
兼
、
若
狭
守
矩
弘
等
如
例
願
申
例
幣
参
向
之
事
、
」
と
あ
り
、
河
越
兵
庫
頭
、
真
継
若
狭
守
が
神
宮
上
卿
中
山
に
例
年
通
り
例
幣
使
と
し
て
参
向
す
る
こ
と
を
申
請
し
た
。
　
同
十
⊥
ハ
日
、
祭
主
藤
波
和
忠
が
神
宮
上
卿
中
山
に
例
幣
が
例
年
の
通
り
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
同
十
八
日
条
に
は
「
午
剋
許
参
内
、
摂
政
殿
参
入
、
干
直
盧
申
例
幣
式
日
可
有
発
遣
哉
、
」
と
あ
り
、
神
宮
上
卿
中
山
が
摂
政
一
条
道
香
に
直
盧
に
お
い
て
式
日
通
り
に
例
幣
の
発
遣
が
あ
る
か
尋
ね
た
。
　
摂
政
一
条
は
式
日
通
り
に
行
う
の
で
議
奏
芝
山
重
豊
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
中
山
は
藤
波
に
例
幣
が
式
日
通
り
に
発
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
藤
波
を
中
臣
使
に
任
命
す
る
と
の
内
示
が
出
た
こ
と
を
伝
え
た
。
藤
波
は
承
諾
し
た
。
さ
ら
に
河
越
と
真
継
を
邸
宅
に
よ
び
、
河
越
を
使
王
代
に
、
真
継
を
斎
部
代
に
と
の
内
示
が
出
た
こ
と
を
伝
え
た
。
両
名
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
に
承
諾
し
た
。
神
宮
上
卿
庭
田
重
熈
の
『
神
宮
上
卿
事
』
に
よ
れ
ば
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
の
場
合
も
大
筋
で
同
様
で
あ
っ
た
。
三
　
安
永
八
年
度
例
幣
発
遣
の
準
備
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
本
章
で
は
神
宮
上
卿
正
親
町
公
明
の
『
神
宮
上
卿
間
之
事
』
に
よ
っ
て
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
度
の
準
備
過
程
を
み
る
。
近
世
の
正
親
町
家
、
と
く
に
実
豊
・
公
通
・
実
連
・
公
明
に
つ
い
て
は
『
東
京
帝
国
大
学
神
道
研
究
室
旧
蔵
書
目
録
お
よ
び
解
説
』
に
詳
記
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
明
は
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
三
月
二
五
日
、
実
連
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
後
、
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
に
侍
従
に
就
任
し
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
頭
中
将
、
様
々
な
朝
儀
の
奉
行
、
参
議
、
権
中
納
言
、
賀
茂
伝
奏
、
神
宮
上
卿
、
権
大
納
言
、
院
伝
奏
の
順
に
官
職
、
役
職
を
歴
任
し
、
奉
行
を
勤
め
る
ご
と
に
様
々
な
朝
儀
に
関
す
る
記
録
を
記
し
、
研
鐙
を
一59一
重
ね
、
有
職
故
実
に
詳
し
い
公
家
と
し
て
頭
角
を
現
し
て
い
っ
た
。
　
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
、
武
家
伝
奏
と
な
り
、
当
時
、
発
生
し
て
い
た
尊
号
一
件
で
は
議
奏
で
あ
っ
た
中
山
愛
親
と
と
も
に
積
極
的
に
幕
府
へ
尊
号
宣
下
を
求
め
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
幕
府
は
責
任
者
と
し
て
両
名
と
議
奏
で
あ
る
広
橋
伊
光
の
三
人
の
召
喚
を
要
求
し
た
。
　
同
五
年
に
公
明
と
愛
親
が
下
向
し
、
厳
し
い
尋
問
の
結
果
、
と
も
に
役
職
を
免
じ
ら
れ
、
公
明
が
逼
塞
、
愛
親
が
閉
門
と
な
り
、
そ
の
他
数
名
が
処
罰
　
　
（
1
3
）
さ
れ
た
。
ま
た
、
高
埜
利
彦
氏
は
、
公
明
に
つ
い
て
、
こ
の
事
件
に
際
し
て
武
家
伝
奏
の
役
職
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
立
場
を
否
定
し
て
個
人
の
思
想
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
忠
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
以
上
の
公
明
の
経
歴
や
彼
に
対
す
る
先
学
の
評
価
か
ら
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
別
記
『
神
宮
上
卿
間
之
事
』
が
先
例
故
実
を
豊
富
に
収
め
、
後
の
神
宮
上
卿
も
、
こ
の
記
録
の
価
値
を
認
識
し
、
書
写
し
た
こ
と
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
彼
が
神
宮
上
卿
と
し
て
実
績
を
残
し
た
理
由
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
公
明
は
神
宮
上
卿
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
。
　
同
書
に
よ
れ
ば
、
日
付
は
不
明
だ
が
、
安
永
八
年
六
月
に
河
越
兵
庫
頭
・
同
兵
庫
助
・
真
継
佐
渡
守
が
神
宮
上
卿
正
親
町
の
雑
掌
に
「
例
幣
・
王
使
・
忌
部
使
ホ
直
会
饗
膳
井
勧
盃
巡
次
之
間
事
有
願
申
旨
」
と
す
る
文
書
を
提
出
し
た
。
　
こ
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
昨
年
、
伊
勢
に
例
幣
使
と
し
て
参
向
し
た
際
の
両
宮
直
会
殿
に
お
け
る
勧
盃
順
序
に
つ
い
て
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
か
ら
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
ま
で
の
通
り
に
公
卿
中
臣
・
宮
司
・
使
王
・
斎
部
の
順
序
で
行
う
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
が
、
例
幣
再
興
以
来
、
饗
膳
の
儀
は
王
使
が
最
初
で
あ
り
、
歓
盃
の
儀
も
寛
延
元
年
か
ら
明
和
六
年
ま
で
の
例
は
、
か
つ
て
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
寛
延
元
年
に
（
『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
の
誤
り
。
）
大
宮
司
河
辺
長
矩
が
上
階
し
た
こ
と
に
よ
り
摂
政
一
条
道
香
が
歓
盃
だ
け
は
右
の
よ
う
に
勤
め
る
こ
と
を
命
じ
た
と
の
こ
と
を
当
時
の
祭
主
藤
波
和
忠
が
伝
達
し
た
の
で
、
そ
の
通
り
に
勤
め
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
順
序
に
変
動
が
あ
り
、
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
に
は
、
饗
膳
、
勧
盃
と
も
に
、
公
卿
中
臣
・
使
王
・
斎
部
・
大
宮
司
の
順
序
で
勤
め
た
。
　
同
十
年
、
同
十
一
年
に
は
、
中
臣
使
が
殿
上
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
使
王
・
中
臣
・
大
宮
司
・
忌
部
の
順
序
で
勤
め
た
い
旨
を
前
関
白
一
条
に
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
そ
の
通
り
に
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
道
中
に
お
い
て
祭
主
藤
波
季
忠
が
伝
達
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
忌
部
は
、
上
京
後
、
一
条
に
順
序
を
上
げ
る
よ
う
に
願
い
出
て
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
　
そ
の
後
、
大
宮
司
長
矩
が
辞
職
し
、
長
尭
が
大
宮
司
に
就
任
し
た
が
、
先
規
の
通
り
、
使
王
よ
り
後
に
大
宮
司
が
勧
盃
し
て
い
た
。
し
か
し
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
に
長
尭
が
上
階
、
即
ち
、
従
三
位
に
叙
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
条
が
使
王
、
忌
部
よ
り
前
に
大
宮
司
が
勧
盃
す
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
を
季
忠
が
伝
達
し
た
。
　
そ
こ
で
、
上
京
後
、
先
規
と
と
も
に
摂
政
近
衛
内
前
に
訴
え
出
た
と
こ
ろ
、
同
六
年
に
は
一
社
奉
幣
、
例
幣
と
と
も
に
先
規
の
通
り
に
勤
め
る
よ
う
に
近
衛
が
命
じ
て
使
王
の
後
に
大
宮
司
が
勧
盃
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
来
、
慶
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長
年
中
、
奉
幣
再
興
以
来
、
使
王
・
中
臣
・
忌
部
・
大
宮
司
の
順
序
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
　
延
宝
六
（
一
⊥
ハ
七
八
）
年
、
当
時
の
祭
主
藤
波
景
忠
が
上
階
し
た
後
も
神
祇
官
代
と
伊
勢
に
お
い
て
座
次
は
使
王
を
上
首
に
し
て
勤
め
て
い
た
が
、
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
、
景
忠
が
昇
殿
を
許
さ
れ
た
後
、
公
卿
中
臣
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
使
王
の
上
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
天
和
元
（
＝
ハ
八
一
）
年
の
臨
時
奉
幣
の
際
に
一
条
内
房
が
使
王
は
中
臣
の
上
に
立
つ
儀
式
次
第
を
作
成
し
た
。
中
臣
さ
え
こ
の
よ
う
に
上
階
し
て
も
昇
殿
を
許
さ
れ
る
ま
で
は
座
次
は
使
王
の
次
で
あ
っ
た
の
で
、
当
然
、
大
宮
司
の
勧
盃
順
序
は
先
規
の
通
り
変
わ
ら
ず
に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
　
揮
り
な
が
ら
、
百
余
年
、
参
仕
を
命
じ
ら
れ
、
あ
り
が
た
く
参
役
し
て
き
た
。
大
宮
司
は
社
頭
職
で
あ
る
か
ら
総
じ
て
下
萬
に
て
勤
め
て
き
た
と
こ
ろ
、
勧
盃
の
儀
の
際
は
使
王
・
忌
部
使
に
雑
じ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
恐
れ
な
が
ら
、
い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
る
。
先
格
の
通
り
に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
を
ひ
と
え
に
願
い
奉
る
。
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
嶋
津
宣
史
氏
は
、
奉
幣
使
が
幣
畠
を
奉
り
、
宣
命
を
奏
上
し
た
の
ち
に
、
一
殿
（
五
丈
殿
）
で
行
わ
れ
た
饗
膳
の
儀
で
、
勘
盃
の
順
序
は
使
王
・
中
臣
・
忌
部
・
大
宮
司
で
あ
る
の
が
慶
長
再
興
以
来
の
先
例
で
あ
る
と
河
越
家
は
主
張
し
て
い
る
が
、
や
は
り
藤
波
景
忠
の
堂
上
復
帰
、
従
三
位
上
階
は
、
饗
膳
の
席
次
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
明
和
五
（
一
七
⊥
ハ
八
）
年
に
大
宮
司
河
辺
長
尭
が
同
じ
く
従
三
位
に
上
階
す
る
と
勧
盃
の
順
序
は
中
臣
・
大
宮
司
・
使
王
・
忌
部
と
な
り
、
王
代
の
席
次
は
大
宮
司
の
下
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
河
越
賢
兼
は
勧
盃
順
序
の
是
正
を
神
宮
伝
奏
に
願
い
出
て
い
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
位
階
と
儀
礼
上
の
職
階
と
の
区
別
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
伝
奏
に
願
い
出
た
り
、
藤
波
家
と
折
衝
を
繰
り
返
し
た
ら
し
い
が
、
所
詮
地
下
身
分
の
河
越
家
の
主
張
は
通
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
し
て
い
（
1
5
）
る
。　
以
上
の
こ
と
に
よ
り
明
和
五
年
か
ら
安
永
八
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
三
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
の
願
書
が
神
宮
上
卿
に
出
さ
れ
た
。
同
年
の
場
合
、
神
宮
上
卿
を
は
じ
め
と
し
て
朝
廷
は
こ
の
願
書
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。
　
同
六
月
条
の
続
き
に
は
、
昨
年
、
公
卿
中
臣
・
宮
司
・
使
王
・
忌
部
使
の
順
序
が
命
じ
ら
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
安
永
七
年
八
月
二
七
日
に
大
宮
司
河
辺
長
尭
が
祭
主
藤
波
季
忠
を
通
じ
て
神
宮
上
卿
三
条
実
起
に
対
し
て
父
長
矩
が
延
享
四
年
に
上
階
し
て
以
降
の
勧
盃
順
序
の
先
例
が
引
用
さ
れ
、
「
何
卒
此
以
後
、
先
例
之
通
、
先
中
臣
、
次
宮
司
、
次
使
王
代
、
次
忌
部
ト
次
第
被
仰
出
候
様
、
宜
御
沙
汰
奉
願
候
、
」
と
記
し
た
願
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。
　
三
条
は
関
白
九
条
尚
実
に
こ
の
願
書
を
見
せ
た
が
、
九
月
九
日
、
九
条
は
自
分
の
一
存
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
光
格
天
皇
の
叡
慮
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
桜
町
院
、
桃
園
院
の
時
代
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
改
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
述
べ
、
寛
延
元
年
か
ら
明
和
六
年
の
通
り
に
勤
め
る
べ
き
こ
と
命
じ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
条
の
続
き
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
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依
之
、
案
之
、
使
王
、
斎
部
申
条
与
大
宮
司
申
条
、
可
否
忽
難
弁
決
、
　
　
殊
年
来
之
進
退
区
分
、
云
朝
儀
、
云
社
式
、
斑
駁
、
不
知
何
是
焉
、
窺
　
　
案
旧
証
、
勧
盃
之
巡
次
、
先
王
親
、
次
中
臣
、
為
公
卿
之
時
、
先
中
臣
、
　
　
次
王
臣
、
次
忌
部
、
次
宮
司
、
不
論
上
階
、
非
上
階
、
如
此
定
、
可
謂
　
　
当
理
教
、
王
、
中
臣
、
忌
部
ホ
者
使
々
也
、
於
宮
司
、
大
小
斎
宮
寮
頭
、
　
　
主
神
司
ホ
者
、
依
職
掌
預
饗
応
、
其
意
趣
可
有
分
別
款
、
相
交
使
々
之
　
　
条
、
不
知
所
由
、
傍
一
日
詣
関
白
、
王
、
忌
部
等
申
条
、
所
付
家
僕
之
　
　
一
帖
、
内
覧
之
、
後
日
、
於
洞
中
謁
申
之
時
、
被
仰
日
、
所
申
不
非
拠
、
　
　
使
々
与
宮
司
ホ
縦
令
有
主
客
之
意
款
、
暗
如
愚
案
、
所
思
給
者
、
猶
　
　
両
宮
禰
宜
ホ
旧
記
文
抜
書
可
召
寄
、
去
年
、
祭
主
執
申
之
時
者
、
既
逼
、
　
　
例
幣
発
遣
了
期
、
申
出
之
間
、
先
　
桜
町
院
、
桃
園
院
両
代
被
定
置
之
　
　
趣
二
可
被
商
量
、
被
示
三
条
大
納
言
了
、
猶
可
令
思
惟
給
云
々
、
旧
年
　
　
令
引
勘
官
本
之
処
、
珈
有
所
見
、
令
見
予
給
、
進
可
書
写
也
、
招
祭
主
、
　
　
示
両
宮
禰
宜
ホ
、
旧
記
文
可
被
召
寄
之
由
承
知
也
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
神
宮
上
卿
正
親
町
は
使
王
・
斎
部
の
主
張
と
大
宮
司
の
主
張
を
う
け
、
古
記
録
を
検
討
し
た
結
果
、
使
王
・
中
臣
、
た
だ
し
公
卿
の
と
き
は
中
臣
・
使
王
、
そ
し
て
忌
部
・
大
宮
司
、
大
宮
司
は
上
階
か
非
上
階
を
論
じ
な
い
、
使
王
・
中
臣
・
忌
部
は
使
者
で
あ
る
が
、
大
宮
司
は
職
掌
で
あ
り
、
区
別
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
記
し
て
い
る
。
　
自
ら
の
考
え
を
ま
と
め
た
正
親
町
は
九
条
を
訪
ね
て
使
王
と
忌
部
の
願
書
を
家
僕
を
通
じ
て
内
覧
し
て
も
ら
っ
た
。
後
日
、
正
親
町
は
九
条
に
面
会
し
て
自
ら
の
考
え
を
述
べ
た
。
九
条
は
根
拠
は
あ
り
、
使
々
と
大
宮
司
を
主
と
従
の
関
係
と
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
か
と
述
べ
、
暗
に
正
親
町
の
考
え
に
同
意
し
た
。
　
さ
ら
に
九
条
は
両
宮
禰
宜
な
ど
の
旧
記
の
抜
書
を
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
、
去
年
、
藤
波
が
指
示
し
た
と
き
は
例
幣
発
遣
が
せ
ま
っ
て
お
り
、
提
出
さ
れ
た
の
は
発
遣
し
た
後
で
あ
っ
た
の
で
、
ま
ず
桜
町
院
、
桃
園
院
で
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
考
え
る
よ
う
に
神
宮
上
卿
三
条
に
命
じ
た
と
述
べ
、
昨
年
、
官
本
を
引
用
し
た
と
こ
ろ
聯
か
所
見
が
あ
っ
た
の
で
、
書
写
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
正
親
町
は
藤
波
寛
忠
を
招
い
て
九
条
の
命
令
を
伝
達
し
た
。
同
八
月
五
日
、
正
親
町
は
参
内
し
て
九
条
に
両
宮
禰
宜
な
ど
の
旧
記
の
抜
書
を
見
せ
た
。
同
七
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
去
六
日
、
謁
関
白
之
時
、
密
申
云
、
近
代
例
幣
式
日
発
遣
、
祭
主
付
ホ
　
　
神
宮
上
卿
伺
申
之
時
、
上
卿
則
申
窺
、
且
使
王
、
中
臣
、
忌
部
ホ
自
上
　
　
卿
之
許
直
催
仰
、
此
事
不
協
旧
儀
候
款
、
於
式
日
発
遣
否
伺
申
儀
者
、
　
　
予
可
令
存
知
、
且
可
仰
祭
主
也
、
於
件
使
々
催
事
者
、
例
幣
奉
行
職
事
　
　
令
存
知
、
無
差
障
放
、
以
賢
慮
可
被
定
仰
之
旨
申
入
畢
、
尤
可
然
之
旨
　
　
令
答
給
、
同
日
、
相
遭
両
貫
首
、
頭
中
将
忠
平
朝
臣
、
頭
弁
篤
長
朝
臣
、
　
　
密
談
関
白
之
趣
同
令
示
談
、
於
復
旧
儀
珠
重
之
由
、
各
令
答
者
也
、
所
　
　
勘
一
紙
両
朝
臣
披
見
了
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
六
日
、
正
親
町
が
九
条
に
対
し
て
近
代
に
お
い
て
例
幣
式
日
発
遣
は
祭
主
が
神
宮
上
卿
に
伺
い
を
付
し
、
神
宮
上
卿
が
伺
っ
た
。
さ
ら
に
使
王
・
中
臣
・
忌
部
な
ど
へ
は
神
宮
上
卿
が
参
向
命
令
を
伝
達
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
旧
儀
に
あ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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式
日
通
り
に
発
遣
す
る
か
を
奏
聞
す
る
こ
と
と
、
そ
の
通
り
に
発
遣
す
る
よ
う
に
と
の
勅
許
を
祭
主
に
下
知
す
る
こ
と
は
神
宮
上
卿
の
担
当
で
よ
い
が
、
使
王
・
中
臣
・
忌
部
に
対
す
る
参
向
命
令
の
伝
達
は
旧
儀
に
基
づ
い
て
例
幣
奉
行
職
事
が
担
当
す
る
べ
き
で
あ
り
、
差
し
支
え
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
定
め
て
命
じ
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
九
条
も
同
意
し
た
。
正
親
町
は
頭
右
中
将
中
山
忠
サ
と
神
宮
奉
行
頭
右
大
弁
甘
路
寺
篤
長
に
会
い
、
同
様
の
こ
と
を
相
談
し
た
。
両
名
と
も
旧
儀
に
復
す
る
こ
と
は
結
構
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
。
正
親
町
は
自
ら
先
例
を
抄
記
し
た
一
紙
を
両
名
に
見
せ
た
。
　
同
日
条
に
み
え
る
先
例
は
『
神
祇
官
年
中
行
事
』
・
『
康
富
記
』
・
『
薩
戒
記
』
・
『
玉
葉
』
の
記
事
を
抄
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
薩
戒
記
』
の
抄
出
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
奉
行
職
事
仰
伯
許
事
　
　
薩
戒
記
応
永
廿
七
年
　
　
　
祈
年
祭
可
為
式
日
、
使
々
事
、
任
例
可
令
下
知
給
之
由
、
被
　
仰
下
　
　
　
候
也
、
仇
執
啓
、
如
件
、
　
　
　
　
　
正
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
中
将
定
親
　
　
　
謹
上
、
伯
二
位
殿
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
応
永
二
七
（
一
四
二
〇
）
年
一
月
十
八
日
付
け
の
頭
左
中
将
中
山
定
親
の
神
祇
伯
白
川
資
忠
王
宛
て
の
書
状
で
あ
り
、
称
光
天
皇
が
中
山
に
祈
年
祭
幣
使
発
遣
儀
式
を
式
日
通
り
に
行
う
べ
き
こ
と
、
白
川
に
使
者
達
に
対
し
て
先
例
通
り
に
勤
め
る
よ
う
に
下
知
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
正
親
町
は
こ
の
先
例
を
根
拠
に
し
て
先
述
の
主
張
を
行
っ
た
と
考
え
る
。
同
十
六
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
卯
、
天
陰
、
着
直
衣
、
参
内
、
謁
申
、
例
幣
式
日
発
遣
、
使
々
参
向
如
　
　
例
可
窺
哉
旨
、
錐
為
御
衰
日
、
於
窺
可
無
子
細
旨
被
示
仰
、
亦
被
命
日
、
　
　
先
日
申
入
使
々
催
之
事
、
両
宮
直
会
饗
齪
勧
盃
巡
次
之
事
、
自
今
年
被
　
　
改
仰
候
、
可
令
存
知
云
々
、
　
　
　
　
例
幣
　
使
王
、
中
臣
、
斎
部
、
　
　
　
　
右
、
自
今
年
、
奉
行
職
事
可
催
仰
、
　
　
　
　
両
宮
直
会
饗
齪
勧
盃
　
　
　
　
先
使
々
、
次
宮
司
　
　
　
　
宮
司
錐
上
階
、
以
使
々
可
為
先
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
正
親
町
は
参
内
し
て
九
条
に
例
幣
式
日
発
遣
と
例
幣
使
を
奏
聞
し
て
よ
い
か
尋
ね
、
九
条
は
後
桃
園
天
皇
の
衰
日
で
あ
る
が
、
奏
聞
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
答
え
、
さ
ら
に
「
使
々
催
之
事
」
と
「
両
宮
直
会
饗
齪
勧
盃
巡
次
之
事
」
に
つ
い
て
今
年
か
ら
改
め
る
の
で
承
知
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
　
そ
の
内
容
は
使
王
・
中
臣
・
忌
部
に
対
す
る
例
幣
へ
の
参
向
命
令
の
伝
達
は
例
幣
奉
行
職
事
が
行
う
こ
と
、
例
幣
の
際
の
両
宮
直
会
饗
饅
に
お
け
る
勧
盃
順
序
は
先
ず
中
臣
使
な
ど
使
々
が
先
で
あ
り
、
大
宮
司
は
そ
の
次
で
あ
る
。
大
宮
司
が
上
階
し
て
い
て
も
使
々
を
先
に
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
後
、
正
親
町
は
議
奏
万
里
小
路
政
房
を
通
じ
て
例
幣
式
日
発
遣
と
例
幣
使
参
向
に
つ
い
て
例
年
の
よ
う
に
命
じ
て
も
ら
い
た
い
旨
を
奏
聞
し
た
。
一63一
後
桃
園
天
皇
の
衰
日
に
よ
り
勅
許
は
な
か
っ
た
。
正
親
町
は
藤
波
を
招
い
て
例
幣
式
日
発
遣
と
使
々
参
向
は
追
っ
て
命
じ
ら
れ
る
こ
と
、
饗
僕
勧
盃
巡
次
は
、
先
ず
使
々
、
次
に
大
宮
司
で
あ
り
、
大
宮
司
が
上
階
し
て
も
使
々
を
先
に
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
を
神
宮
に
伝
達
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
　
つ
ぎ
に
正
親
町
は
使
王
・
忌
部
を
招
き
、
饗
齪
勧
盃
の
順
序
に
つ
い
て
以
前
か
ら
願
い
出
て
い
た
通
り
に
使
々
を
先
と
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
を
家
僕
を
通
じ
て
伝
達
し
た
。
さ
ら
に
神
宮
奉
行
甘
露
寺
篤
長
に
関
白
が
使
々
へ
の
参
向
命
令
の
伝
達
は
今
年
か
ら
例
幣
奉
行
職
事
が
行
う
よ
う
に
と
の
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
　
同
十
七
日
、
正
親
町
は
再
び
参
内
し
て
議
奏
橋
本
実
理
か
ら
勅
許
を
伝
達
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
正
親
町
は
橋
本
を
通
じ
て
後
桃
園
天
皇
に
、
例
幣
奉
行
職
事
中
山
忠
サ
に
対
し
て
例
幣
使
に
参
向
命
令
を
伝
達
す
る
よ
う
に
命
じ
る
こ
と
を
要
請
し
、
後
桃
園
天
皇
は
中
山
に
こ
の
こ
と
を
命
じ
た
。
中
山
も
承
諾
し
た
。
同
十
八
日
、
中
山
が
正
親
町
に
例
幣
上
卿
・
弁
ニ
ニ
姓
使
を
告
げ
た
。
同
二
三
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
参
内
、
謁
関
白
、
被
仰
日
、
使
王
与
中
臣
座
次
之
事
、
於
神
祇
官
、
先
　
　
王
、
次
中
臣
可
為
列
立
也
、
但
中
臣
取
　
宣
命
之
後
、
至
十
六
日
、
外
　
　
宮
、
十
七
日
、
内
宮
、
読
　
宣
命
畢
、
中
臣
可
為
先
、
其
後
、
使
王
可
　
　
為
先
者
、
　
　
　
両
宮
直
会
座
　
対
座
　
　
　
　
　
　
一
、
使
王
　
　
三
、
斎
部
　
　
　
　
　
　
二
、
中
臣
　
　
四
、
宮
司
　
　
　
　
　
三
献
之
時
、
　
　
　
　
　
　
初
献
　
王
　
二
献
　
中
臣
　
三
献
　
王
　
　
　
　
　
二
献
之
時
、
　
　
　
　
　
　
　
一
献
　
王
　
　
二
献
　
中
臣
　
　
　
如
此
進
退
、
強
而
可
被
無
子
細
思
給
之
間
、
最
小
官
無
所
存
者
、
可
　
　
　
下
知
旨
也
、
承
誌
、
可
然
由
答
申
入
了
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
正
親
町
は
参
内
し
て
九
条
に
謁
見
し
た
。
九
条
は
使
王
と
中
臣
の
座
次
に
つ
い
て
神
祇
官
代
に
お
い
て
は
先
に
王
、
次
に
中
臣
が
列
立
す
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
中
臣
が
宣
命
を
受
け
と
っ
た
後
か
ら
、
十
六
日
に
外
宮
、
十
七
日
に
内
宮
に
お
い
て
宣
命
を
読
み
終
わ
る
ま
で
は
中
臣
を
先
と
し
、
そ
の
後
は
使
王
を
先
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
　
さ
ら
に
両
宮
に
お
け
る
直
会
の
座
次
は
使
王
・
中
臣
・
斎
部
・
宮
司
の
順
で
あ
り
、
勧
盃
順
序
は
、
三
献
の
場
合
、
初
献
は
使
王
、
二
献
は
中
臣
、
三
献
は
再
び
使
王
、
二
献
の
場
合
、
初
献
は
使
王
、
二
献
は
中
臣
と
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
　
そ
し
て
、
こ
れ
で
特
に
問
題
は
な
い
と
思
う
の
で
正
親
町
に
異
存
が
な
け
れ
ば
伝
達
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
正
親
町
は
承
諾
し
た
。
こ
う
し
て
九
月
十
一
日
に
例
幣
発
遣
儀
式
が
行
わ
れ
、
同
十
六
日
、
外
宮
、
同
十
七
日
、
内
宮
に
、
そ
れ
ぞ
れ
幣
畠
が
奉
納
さ
れ
た
。
一64一
四
　
天
明
四
年
度
例
幣
発
遣
の
準
備
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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本
章
で
は
神
宮
上
卿
三
条
実
起
の
『
神
宮
上
卿
日
記
』
に
よ
っ
て
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
度
の
準
備
過
程
を
み
る
。
同
八
月
十
五
日
、
三
条
は
前
神
宮
上
卿
徳
大
寺
実
祖
か
ら
去
る
十
一
日
に
河
越
兵
庫
助
・
真
継
能
登
守
が
提
出
し
た
例
幣
参
向
願
書
を
受
け
と
っ
た
。
　
同
十
六
日
、
祭
主
藤
波
寛
忠
と
面
会
し
、
例
幣
式
日
発
遣
と
使
々
参
向
に
つ
い
て
先
例
の
よ
う
に
伺
っ
て
も
ら
い
た
い
旨
を
承
知
し
た
と
述
べ
た
。
午
後
、
参
内
し
て
摂
政
九
条
尚
実
に
謁
見
し
た
。
三
条
は
先
例
の
通
り
に
伺
っ
て
も
よ
い
か
尋
ね
た
。
九
条
は
先
例
の
通
り
、
議
奏
を
通
じ
て
天
皇
に
伺
う
よ
う
に
命
じ
た
。
　
三
条
は
議
奏
六
条
有
栄
を
通
じ
て
光
格
天
皇
に
伺
い
、
天
皇
は
す
ぐ
に
許
可
し
た
。
三
条
は
藤
波
に
そ
の
旨
を
伝
達
し
た
。
同
十
七
日
、
頭
中
将
油
小
路
隆
彰
か
ら
、
昨
夜
、
例
幣
奉
行
職
事
に
任
命
さ
れ
た
の
で
、
報
告
す
る
と
の
書
状
を
受
け
と
っ
た
。
三
条
は
河
越
・
真
継
の
願
書
に
添
え
て
先
例
の
よ
う
に
取
り
図
る
こ
と
を
命
じ
る
書
状
を
送
っ
た
。
藤
波
が
来
て
伺
い
を
立
て
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
謝
し
た
。
　
同
十
八
日
、
真
継
・
河
越
が
三
条
に
例
幣
参
向
の
伺
い
を
立
て
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
謝
し
た
。
同
二
二
日
、
油
小
路
か
ら
例
幣
の
散
状
を
受
け
と
っ
た
。
同
二
九
日
、
夕
刻
よ
り
神
事
を
構
え
て
注
連
縄
を
引
き
、
門
前
に
「
僧
尼
、
重
軽
服
人
不
可
参
入
、
」
と
の
札
を
立
て
た
。
九
月
二
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
中
山
前
大
納
言
面
会
之
節
、
於
神
祇
官
代
　
宣
命
使
王
へ
給
事
、
先
例
、
　
　
伍
此
度
先
例
之
通
、
可
取
斗
覚
悟
、
内
々
申
談
、
猶
旧
例
ホ
可
入
御
覧
　
　
旨
申
、
承
知
、
尚
可
被
考
之
旨
返
答
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
三
条
は
議
奏
中
山
愛
親
に
面
会
し
て
例
幣
発
遣
の
際
に
神
祇
官
代
に
お
い
て
宣
命
を
使
王
に
授
け
る
こ
と
が
先
例
で
あ
り
、
今
度
、
先
例
の
通
り
に
取
り
図
る
考
え
で
あ
り
、
旧
例
も
見
せ
る
と
述
べ
た
。
中
山
は
承
知
し
た
が
、
さ
ら
に
考
え
る
よ
う
に
回
答
し
た
。
同
五
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
　
川
越
兵
庫
助
来
、
左
之
通
書
付
、
諸
大
夫
土
ハ
迄
差
出
、
　
　
　
　
中
臣
使
上
階
之
時
、
　
　
　
　
使
王
江
給
　
宣
命
候
例
、
　
　
一
、
慶
長
十
四
年
、
奉
幣
御
再
興
之
節
よ
り
貞
享
三
年
迄
、
凡
八
十
年
　
　
　
　
斗
、
　
　
　
　
　
中
臣
使
錐
上
階
、
使
王
江
給
　
宣
命
、
　
　
一
、
寛
延
元
年
、
大
嘗
会
由
奉
幣
、
　
　
　
　
　
中
臣
使
上
階
、
使
王
江
給
　
宣
命
、
　
　
一
、
明
和
八
年
、
大
嘗
会
由
奉
幣
、
　
　
　
　
　
中
臣
使
上
階
、
使
王
江
給
　
宣
命
、
　
　
一
、
天
明
二
年
、
例
幣
、
　
　
　
　
　
中
臣
使
上
階
、
使
王
江
給
　
宣
命
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
河
越
が
、
慶
長
十
四
年
以
降
、
中
臣
使
が
上
階
し
て
い
た
と
き
で
も
、
使
王
に
宣
命
を
授
け
た
先
例
を
持
参
し
、
諸
大
夫
を
通
じ
て
一65一
九
条
に
提
出
す
る
と
述
べ
た
。
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
嶋
津
宣
史
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『
儀
式
』
に
よ
る
と
例
幣
発
遣
儀
は
八
省
院
に
お
い
て
行
わ
れ
、
天
皇
が
中
臣
・
忌
部
を
召
し
、
ま
ず
忌
部
に
幣
吊
を
授
け
、
中
臣
に
「
好
久
申
天
奉
礼
」
と
の
勅
語
を
賜
わ
っ
た
。
　
ま
た
『
西
宮
記
』
・
『
九
条
年
中
行
事
』
に
よ
る
と
、
そ
の
間
に
上
卿
が
王
を
八
省
院
東
福
門
に
召
し
て
宣
命
を
授
与
し
た
。
八
省
院
焼
亡
の
後
は
神
祇
官
代
に
お
い
て
発
遣
儀
は
行
わ
れ
た
が
、
慶
長
十
四
年
以
降
は
吉
田
家
斎
場
を
神
祇
官
代
と
し
て
幕
末
ま
で
そ
こ
で
発
遣
儀
は
行
わ
れ
た
。
　
さ
て
河
越
家
で
は
以
上
の
先
例
に
習
い
、
例
幣
・
臨
時
奉
幣
発
遣
儀
に
お
い
て
上
卿
か
ら
王
代
へ
宣
命
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
少
な
く
と
も
王
代
を
兼
帯
し
て
か
ら
は
、
そ
の
様
に
執
り
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
祭
主
藤
波
景
忠
が
天
和
四
（
一
六
八
四
）
年
に
堂
上
に
復
帰
し
、
つ
い
で
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
従
三
位
に
上
階
す
る
に
及
ん
で
事
態
は
変
化
す
る
。
即
ち
実
際
に
宣
読
す
る
中
臣
使
が
上
卿
か
ら
直
接
宣
命
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
河
越
家
で
は
違
例
で
あ
る
と
異
議
を
申
し
立
て
た
が
、
以
後
、
中
臣
氏
が
殿
上
人
で
あ
れ
ば
宣
命
は
使
王
へ
、
公
卿
で
あ
れ
ば
宣
命
は
中
臣
氏
へ
渡
す
の
が
例
と
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
も
明
和
年
間
に
は
位
階
の
上
下
に
よ
っ
て
発
遣
儀
の
席
次
が
定
ま
り
、
宣
命
は
中
臣
使
に
授
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
王
代
と
い
う
家
職
を
誇
る
河
越
家
に
と
っ
て
例
え
地
下
身
分
と
は
い
え
、
儀
式
の
場
に
お
い
て
王
代
は
中
臣
使
の
上
席
と
い
う
自
負
が
あ
り
、
堂
上
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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と
な
っ
た
藤
波
家
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
崩
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
　
し
か
し
先
に
引
用
し
た
河
越
が
持
参
し
た
先
例
に
よ
れ
ば
慶
長
十
四
（
一
六
〇
九
）
年
に
奉
幣
が
再
興
さ
れ
て
か
ら
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
ま
で
中
臣
使
が
上
階
し
て
い
て
も
使
王
に
宣
命
を
授
け
て
い
た
と
い
う
。
た
し
か
に
『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
か
ら
天
和
四
（
一
六
八
四
）
年
ま
で
祭
主
藤
波
景
忠
が
上
階
し
て
い
た
。
　
こ
の
間
も
使
王
が
宣
命
を
授
け
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
中
臣
使
が
上
階
し
て
い
て
も
宣
命
は
使
王
に
授
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
有
力
な
根
拠
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
で
も
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
・
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
・
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
と
、
こ
の
よ
う
な
先
例
が
三
つ
あ
る
。
　
『
神
宮
上
卿
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
六
日
、
中
山
か
ら
先
日
話
し
て
い
た
先
例
を
九
条
に
見
せ
る
の
で
、
奉
書
に
記
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
旨
の
書
状
が
届
い
た
。
そ
こ
で
三
条
は
『
左
経
記
』
と
『
中
右
記
』
の
記
事
を
記
し
た
も
の
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な
『
中
右
記
』
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
承
安
元
年
例
幣
、
玉
葉
記
者
上
卿
、
中
略
、
中
臣
祭
主
従
三
位
大
中
臣
　
　
親
隆
朝
臣
率
忌
部
・
卜
部
等
、
入
自
東
福
門
、
経
慢
門
、
列
立
小
安
殿
　
　
南
面
、
中
略
、
以
余
以
召
使
召
使
王
、
即
致
重
王
入
東
福
門
、
経
瑚
、
　
　
着
献
、
余
置
笏
、
取
出
　
宣
命
給
之
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
承
安
元
（
一
一
七
一
）
年
の
例
幣
に
お
い
て
祭
主
大
中
臣
親
隆
が
従
三
位
で
あ
り
、
上
階
し
て
い
る
が
、
宣
命
は
使
王
致
重
王
に
授
け
一66一
ら
れ
て
お
り
、
三
条
の
主
張
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
同
七
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
一、穴
中
山
前
大
納
言
面
会
、
先
達
而
差
出
置
候
書
付
、
今
日
、
摂
政
殿
江
被
及
言
上
候
処
、
則
書
付
通
被
仰
下
、
恐
悦
不
過
之
、
中
臣
へ
給
　
宣
命
之
事
、
貞
享
年
中
、
一
条
家
当
職
ノ
中
、
藤
波
門
流
之
事
、
故
中
臣
へ
給
　
宣
命
様
被
命
、
其
後
、
一
条
家
門
流
如
此
、
仇
近
例
如
此
相
済
来
、
先
例
一
、
ニ
ケ
度
中
臣
へ
給
例
有
之
候
得
と
も
如
何
、
伍
今
度
被
相
改
之
旨
被
仰
下
、
全
中
山
、
正
親
町
両
亜
相
取
斗
ニ
テ
相
済
、
珍
重
云
々
、
弁
座
之
事
、
左
之
通
可
然
、
尤
嘉
応
二
年
之
度
、
実
房
公
権
大
納
言
二
て
、
祈
年
穀
奉
幣
上
卿
之
時
、
上
卿
、
弁
、
一
列
二
て
無
之
、
如
図
可
然
、
今
度
、
弁
彼
是
被
申
候
へ
と
も
、
中
山
前
大
納
言
宜
被
取
斗
、
家
例
二
付
、
如
此
定
畢
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
三
条
は
議
奏
中
山
と
面
会
し
た
。
中
山
に
よ
れ
ば
先
日
三
条
が
提
出
し
た
先
例
の
書
付
に
つ
い
て
九
条
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
先
例
の
通
り
に
命
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
さ
ら
に
九
条
は
中
臣
へ
宣
命
を
授
け
る
こ
と
は
、
貞
享
年
間
に
一
条
兼
輝
が
摂
政
・
関
白
の
職
に
あ
り
、
藤
波
家
が
一
条
家
の
門
流
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
中
臣
使
へ
宣
命
を
授
け
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。
近
年
で
は
、
一
、
ニ
ケ
度
、
中
臣
使
へ
授
け
た
先
例
が
あ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。
よ
っ
て
今
度
は
改
め
る
と
命
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
次
に
三
条
は
例
幣
発
遣
儀
式
に
お
け
る
弁
の
座
に
つ
い
て
『
実
房
公
記
』
に
み
え
る
嘉
応
二
年
に
祖
先
の
三
条
実
房
が
祈
年
穀
奉
幣
上
卿
を
勤
め
た
際
の
記
事
と
上
卿
・
弁
が
一
列
で
は
な
く
、
上
卿
が
西
向
き
、
弁
が
南
向
き
に
座
す
図
を
示
し
、
中
山
の
取
り
図
ら
い
が
あ
り
、
「
家
例
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
定
め
た
と
記
し
た
。
九
日
、
三
条
は
発
遣
儀
式
の
弁
を
勤
め
る
柳
原
均
光
に
儀
式
次
第
と
仰
詞
を
送
り
、
そ
の
晩
、
潔
斎
し
た
。
　
同
十
一
日
条
に
記
さ
れ
た
「
例
幣
発
遣
次
第
」
に
は
「
次
上
卿
賜
　
宣
命
、
使
王
取
之
、
退
出
、
」
と
あ
り
、
実
際
に
宣
命
は
使
王
に
授
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
天
明
四
年
の
例
幣
に
お
い
て
宣
命
を
使
王
に
授
け
る
こ
と
は
、
最
初
に
三
条
が
議
奏
中
山
愛
親
に
相
談
し
、
中
山
の
摂
政
九
条
に
対
す
る
働
き
か
け
が
あ
り
、
実
現
の
運
び
に
な
っ
た
。
　
さ
ら
に
三
条
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
全
中
山
・
正
親
町
両
亜
相
取
斗
ニ
テ
相
済
、
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
第
三
節
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
安
永
八
年
に
古
記
録
に
よ
っ
て
例
幣
発
遣
儀
式
の
準
備
過
程
の
復
旧
と
両
宮
饗
膳
に
お
け
る
勧
盃
順
序
の
是
正
を
実
現
さ
せ
た
正
親
町
公
明
も
こ
の
件
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
三
条
は
『
神
宮
上
卿
日
記
』
の
冒
頭
に
「
先
年
、
件
上
卿
正
親
町
大
納
言
公
明
卿
、
右
卿
之
留
、
今
度
、
内
密
借
用
、
其
趣
ヲ
以
、
万
事
令
取
斗
畢
、
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
正
親
町
か
ら
神
宮
上
卿
の
別
記
を
借
用
し
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い
て
万
事
を
取
り
図
る
と
し
て
お
り
、
三
条
は
神
宮
上
卿
と
し
て
の
活
動
に
際
し
て
正
親
町
の
『
神
宮
上
卿
間
之
事
』
を
参
考
に
し
た
と
考
え
る
。
一67一
五
　
文
化
九
年
度
例
幣
発
遣
の
準
備
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
本
章
で
は
神
宮
上
卿
正
親
町
実
光
の
『
神
宮
上
卿
雑
記
』
に
よ
っ
て
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
度
の
準
備
過
程
を
み
る
。
同
八
月
十
一
日
、
河
越
兵
庫
助
と
真
継
美
濃
守
が
正
親
町
に
対
し
て
先
例
の
よ
う
に
参
向
を
命
じ
ら
れ
た
い
旨
を
申
請
し
た
。
同
十
⊥
ハ
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
祭
主
来
申
、
例
幣
式
日
発
遣
井
中
臣
使
参
向
ホ
被
伺
云
々
、
可
沙
汰
答
　
　
了
、
巳
半
剋
、
着
衣
冠
、
参
内
、
謁
申
、
例
幣
式
日
発
遣
、
使
々
参
向
　
　
如
例
、
可
窺
哉
、
可
為
其
通
被
命
、
付
新
大
納
言
、
例
幣
式
日
発
遣
、
　
　
使
々
参
向
、
如
例
、
可
被
仰
下
哉
言
上
、
小
時
以
同
卿
伝
　
宣
、
式
日
　
　
発
遣
、
使
々
如
例
、
可
催
仰
云
々
、
謁
殿
下
、
同
旨
申
入
了
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
祭
主
藤
波
光
忠
が
正
親
町
に
例
幣
式
日
発
遣
と
中
臣
使
と
し
て
の
参
向
に
つ
い
て
申
請
し
、
正
親
町
は
天
皇
に
伺
う
と
回
答
し
た
。
巳
半
刻
、
衣
冠
を
着
け
て
参
内
し
、
関
白
鷹
司
政
熈
に
謁
見
し
て
例
幣
式
日
発
遣
と
使
々
参
向
に
つ
い
て
先
例
の
よ
う
に
天
皇
に
伺
っ
て
も
よ
い
か
尋
ね
た
。
　
鷹
司
が
許
可
し
た
の
で
、
正
親
町
は
議
奏
山
科
忠
言
を
通
じ
て
光
格
天
皇
に
対
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
命
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
天
皇
か
ら
山
科
を
通
じ
て
式
日
発
遣
と
使
々
参
向
を
先
例
の
通
り
に
行
う
よ
う
に
と
の
命
令
が
出
さ
れ
た
。
続
い
て
同
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
一
、
招
祭
主
、
式
日
発
遣
之
事
、
仰
候
、
中
臣
使
々
事
、
内
々
可
為
如
　
　
　
　
例
、
示
謝
了
、
此
後
、
以
女
房
被
申
謝
詞
云
々
、
自
伯
仰
之
後
、
　
　
　
　
可
然
、
但
安
永
八
年
、
厳
君
令
奉
行
給
時
、
使
々
催
為
奉
行
職
事
　
　
　
　
沙
汰
令
改
給
、
其
以
前
、
上
卿
催
使
々
、
傍
就
其
例
款
、
　
　
一
、
神
宮
弁
、
頭
弁
、
以
折
紙
式
日
発
遣
、
使
々
如
例
、
可
催
仰
下
之
　
　
　
　
旨
示
送
了
、
　
　
一
、
頭
中
将
、
例
幣
奉
行
之
由
被
示
、
使
王
代
斎
部
等
交
名
送
之
、
如
　
　
　
　
例
使
々
可
被
催
仰
、
示
謝
了
、
　
　
一
、
祭
主
卿
参
向
之
事
、
被
来
謝
、
以
使
謝
遣
了
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
正
親
町
は
藤
波
を
招
い
て
式
日
発
遣
の
許
可
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
、
使
々
参
向
の
許
可
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
内
々
の
こ
と
と
し
て
伝
え
た
。
　
こ
の
こ
と
は
安
永
八
年
に
実
光
の
父
公
明
が
神
宮
上
卿
と
し
て
「
使
々
催
」
を
例
幣
奉
行
職
事
の
担
当
と
す
る
よ
う
に
改
め
、
今
回
も
頭
中
将
が
例
幣
奉
行
職
事
と
し
て
先
例
の
よ
う
に
使
々
に
参
向
命
令
を
伝
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
安
永
八
年
に
復
旧
し
た
儀
式
準
備
過
程
は
三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
神
宮
上
卿
大
炊
御
門
経
久
の
『
神
宮
上
卿
之
記
』
に
よ
れ
ば
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
の
準
備
過
程
も
大
筋
に
お
い
て
同
様
で
あ
っ
た
。
六
　
天
保
十
五
年
度
例
幣
発
遣
の
準
備
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
本
章
で
は
神
宮
上
卿
三
条
実
万
の
『
神
宮
上
卿
間
記
』
に
よ
っ
て
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
度
の
準
備
過
程
を
み
る
。
同
八
月
八
日
、
三
条
は
花
山
一68一
院
家
厚
に
面
会
し
、
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
、
祭
主
が
故
障
し
た
と
き
に
「
例
幣
式
日
伺
定
之
事
」
と
「
中
臣
使
事
」
を
大
宮
司
へ
命
じ
ら
れ
た
先
例
に
つ
い
て
花
山
院
が
神
宮
上
卿
で
あ
っ
た
間
の
日
記
を
借
覧
し
た
い
と
依
頼
し
て
花
山
院
は
承
諾
し
た
。
　
十
日
、
花
山
院
は
三
条
に
使
者
を
通
じ
て
文
政
十
一
年
の
例
幣
中
臣
使
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
の
日
記
書
抜
を
送
っ
た
。
十
一
日
、
三
条
は
関
白
鷹
司
政
通
に
家
司
を
通
じ
て
次
の
こ
と
を
述
べ
た
。
　
例
幣
発
遣
の
こ
と
に
つ
い
て
、
例
年
、
八
月
十
六
日
に
祭
主
が
申
請
し
、
神
宮
上
卿
が
取
り
次
ぎ
、
祭
主
に
中
臣
使
の
内
示
を
伝
達
し
て
い
る
が
、
現
在
、
祭
主
藤
波
教
忠
は
故
障
し
て
お
り
、
先
日
、
中
臣
使
に
は
大
宮
司
河
辺
が
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
こ
と
を
申
請
し
た
。
三
条
は
十
⊥
ハ
日
に
取
り
次
ぐ
と
回
答
し
た
が
、
予
め
鷹
司
に
伺
っ
て
お
き
た
い
。
　
こ
れ
に
対
し
、
鷹
司
は
、
三
条
に
家
司
を
通
じ
て
、
特
に
意
見
は
な
く
、
先
例
に
よ
っ
て
考
え
る
よ
う
に
命
じ
る
書
状
を
出
し
た
。
さ
ら
に
河
越
兵
庫
助
が
三
条
に
対
し
て
自
ら
の
病
気
の
た
め
に
息
子
を
使
王
代
に
任
命
し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
願
書
を
提
出
し
た
。
続
い
て
真
継
能
登
守
も
斎
部
と
し
て
参
向
し
た
い
旨
の
願
書
を
提
出
し
た
。
　
十
六
日
、
三
条
は
鷹
司
に
家
司
を
通
じ
て
「
例
幣
式
日
発
遣
、
中
臣
使
大
宮
司
神
祇
少
副
可
被
仰
下
哉
、
且
自
余
使
々
可
為
如
例
哉
可
伺
定
之
旨
」
を
申
し
入
れ
た
。
鷹
司
は
例
の
通
り
に
考
え
る
よ
う
に
と
回
答
し
た
。
三
条
は
参
内
し
て
議
奏
飛
鳥
井
雅
久
を
通
じ
て
仁
孝
天
皇
に
奏
聞
し
た
。
　
し
ば
ら
く
し
て
伝
宣
さ
れ
、
退
出
し
、
鷹
司
に
家
司
を
通
じ
て
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
自
邸
に
来
た
藤
波
家
の
政
所
沢
池
に
家
司
則
精
を
通
じ
て
「
例
幣
式
日
発
遣
」
「
中
臣
使
大
宮
司
被
仰
下
」
と
の
こ
と
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
承
諾
の
旨
を
日
を
お
か
ず
に
伝
え
る
こ
と
、
中
臣
使
任
命
の
伝
達
は
表
向
き
は
伯
よ
り
あ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
内
示
を
伝
え
た
と
い
う
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。
ま
た
、
同
二
十
日
、
河
越
が
三
条
に
願
書
を
提
出
し
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
　
一
、
例
幣
使
王
参
向
願
之
通
、
蒙
　
仰
、
冥
加
相
叶
、
難
有
奉
畏
了
、
　
　
　
　
然
ル
処
、
発
遣
之
節
、
神
祇
官
井
伊
勢
両
宮
参
向
之
節
、
従
先
前
　
　
　
　
到
賢
兼
、
明
和
八
年
迄
帯
剣
二
て
使
王
御
役
儀
相
勤
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
ま
で
河
越
が
使
王
代
と
し
て
神
祇
官
代
と
伊
勢
両
宮
に
参
向
し
た
際
に
帯
剣
し
て
い
た
の
で
、
今
年
度
も
認
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
三
条
は
家
司
清
宣
を
通
じ
て
勘
考
し
て
近
日
中
に
回
答
す
る
と
伝
え
た
。
さ
ら
に
同
条
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
　
　
又
、
申
云
、
祭
主
依
服
中
中
臣
大
宮
司
被
仰
出
款
、
是
迄
於
勢
官
中
臣
　
　
為
上
階
之
人
時
、
中
臣
列
上
、
四
位
以
下
之
時
者
、
使
王
為
上
儀
、
去
　
　
文
化
十
一
年
御
治
定
被
仰
下
、
其
節
賜
書
付
了
、
当
年
、
中
臣
為
四
位
　
　
之
趣
候
間
、
使
王
可
引
上
之
由
覚
悟
、
無
暇
以
書
付
相
伺
、
可
申
哉
云
々
、
　
　
答
云
先
規
為
一
定
之
義
者
、
更
不
可
及
申
、
若
又
可
及
異
論
義
可
出
来
　
　
者
、
更
可
申
遣
者
、
令
答
置
也
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
、
河
越
か
ら
は
、
も
う
一
通
の
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。
河
越
の
願
い
出
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
祭
主
が
服
中
に
よ
り
中
臣
使
一69一
に
は
大
宮
司
が
任
命
さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
伊
勢
や
神
祇
官
代
に
お
い
て
は
中
臣
使
が
上
階
の
者
で
あ
っ
た
と
き
は
中
臣
使
が
列
上
に
な
り
、
四
位
以
下
の
と
き
は
使
王
が
列
上
と
さ
れ
た
。
　
こ
の
こ
と
は
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
、
光
格
天
皇
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
命
じ
ら
れ
た
。
本
年
は
中
臣
使
が
四
位
で
あ
る
の
で
使
王
が
上
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
時
間
が
な
い
の
で
書
状
に
よ
っ
て
伺
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
条
は
先
規
と
し
て
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
答
え
る
こ
と
は
な
い
な
ど
と
述
べ
た
。
　
そ
の
一
方
、
同
二
九
日
、
三
条
は
花
山
院
家
厚
に
面
会
し
、
文
化
三
（
一
八
〇
⊥
ハ
）
年
当
時
に
神
宮
上
卿
で
あ
っ
た
家
厚
の
父
愛
徳
の
日
記
を
借
用
す
る
こ
と
を
依
頼
し
た
。
同
条
に
は
、
そ
の
日
記
の
写
し
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
文
化
三
年
被
　
仰
下
之
写
、
　
　
使
王
與
中
臣
座
次
之
事
、
為
同
位
之
時
、
不
分
正
従
、
先
王
、
次
中
臣
、
　
　
不
為
同
位
之
時
、
以
位
色
之
高
為
先
、
可
列
立
、
被
　
仰
下
候
事
、
　
　
　
　
於
神
祇
官
　
　
伊
勢
両
宮
同
様
之
事
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
神
祇
官
代
と
伊
勢
両
宮
に
お
け
る
使
王
と
中
臣
の
座
次
に
つ
い
て
文
化
三
年
に
出
さ
れ
た
光
格
天
皇
の
命
令
は
、
同
位
の
と
き
は
正
従
に
関
わ
ら
ず
、
先
に
王
、
次
に
中
臣
、
同
位
で
は
な
い
と
き
は
位
階
の
高
い
方
を
先
と
な
し
、
列
立
す
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
同
日
条
に
は
「
文
化
十
一
年
、
中
臣
・
王
氏
ホ
座
次
之
事
、
其
程
上
卿
経
久
公
尋
申
記
六
候
処
、
即
被
借
送
雑
記
、
彼
時
、
座
次
之
事
、
委
細
不
記
置
也
、
」
と
あ
り
、
三
条
は
文
化
十
一
年
当
時
の
神
宮
上
卿
大
炊
御
門
経
久
か
ら
記
録
を
借
り
た
。
以
上
の
こ
と
に
よ
り
三
条
は
河
越
の
願
い
出
を
う
け
て
座
次
に
関
す
る
先
例
を
集
積
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
正
親
町
公
明
の
『
神
宮
上
卿
間
記
』
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
六
月
条
に
は
次
の
よ
う
な
神
宮
例
幣
使
の
神
祇
官
代
と
両
宮
に
お
け
る
列
立
あ
る
い
は
座
列
順
序
の
先
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
神
祇
官
代
井
両
宮
ホ
王
使
・
中
臣
座
次
之
事
、
慶
長
年
中
奉
幣
御
再
興
剋
ヨ
リ
、
中
臣
使
上
階
二
而
も
使
王
ヨ
リ
次
座
、
貞
享
元
年
　
中
臣
景
忠
卿
辞
三
位
、
昇
殿
、
正
四
位
下
二
而
使
王
ヨ
リ
次
座
、
貞
享
二
年
　
中
臣
景
忠
卿
叙
三
位
、
昇
殿
之
上
階
、
故
使
王
ヨ
リ
上
座
、
是
　
ヨ
リ
後
ハ
、
公
卿
之
節
ハ
、
中
臣
上
座
、
殿
上
人
之
節
ハ
、
使
　
王
上
座
、
明
和
元
年
例
幣
　
中
臣
使
四
位
二
而
上
座
、
王
五
位
二
而
下
藤
、
同
年
十
一
月
、
大
嘗
会
由
奉
幣
　
使
王
五
位
二
而
上
座
、
中
臣
四
位
二
而
下
藺
、
明
和
二
年
　
中
臣
四
位
二
而
上
座
、
使
王
五
位
二
而
下
萬
、
明
和
三
年
　
使
王
五
位
二
而
上
座
、
中
臣
四
位
二
而
下
萬
、
是
ヨ
リ
後
ハ
、
先
規
之
通
相
定
リ
、
公
卿
之
節
ハ
中
臣
上
首
、
殿
一70一
　
　
　
　
上
人
之
節
ハ
王
上
首
二
而
相
勤
申
候
、
既
明
和
九
年
、
安
永
⊥
ハ
年
　
　
　
　
両
度
、
従
三
位
季
忠
卿
依
所
労
中
臣
使
寛
忠
御
勤
、
殿
上
人
二
而
　
　
　
　
御
座
候
、
故
使
王
上
首
二
而
相
勤
申
候
事
、
　
　
　
　
宮
川
解
除
　
内
外
宮
二
鳥
居
列
立
　
外
宮
玉
串
行
事
所
　
　
　
　
内
外
宮
正
殿
前
石
畳
　
外
宮
直
会
殿
　
　
　
　
内
宮
玉
串
行
事
所
　
内
宮
直
会
殿
　
　
　
　
　
　
以
上
、
使
々
・
宮
司
・
祢
宜
ホ
座
列
之
図
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
慶
長
年
間
に
お
い
て
奉
幣
が
再
興
さ
れ
て
か
ら
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
ま
で
は
中
臣
使
が
上
階
し
て
い
て
も
使
王
の
次
座
で
あ
っ
た
が
、
同
二
年
に
祭
主
藤
波
景
忠
が
上
階
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
中
臣
使
が
公
卿
の
と
き
は
上
座
と
な
り
、
殿
上
人
の
と
き
は
使
王
が
上
座
と
な
る
慣
例
が
定
め
ら
れ
た
。
　
し
か
し
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
か
ら
同
三
年
ま
で
の
四
例
に
お
い
て
は
中
臣
使
が
殿
上
人
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
使
と
使
王
が
交
互
に
上
座
と
な
り
、
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
同
三
年
に
は
再
び
先
規
の
通
り
に
順
序
を
定
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
　
そ
し
て
例
幣
使
が
列
立
あ
る
い
は
座
列
す
る
場
所
は
神
祇
官
代
も
含
め
る
と
八
ヶ
所
に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
、
朝
廷
に
お
い
て
予
め
決
め
ら
れ
た
、
そ
の
順
序
は
例
幣
使
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
つ
ぎ
に
『
神
宮
上
卿
間
記
』
同
九
月
一
日
条
に
よ
れ
ば
三
条
は
鷹
司
に
面
会
し
て
最
初
に
「
王
使
帯
剣
」
に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
鷹
司
は
神
宮
上
卿
就
任
者
の
記
録
で
先
例
を
調
査
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
つ
ぎ
に
三
条
は
「
王
・
中
臣
座
次
事
、
為
殿
上
事
ハ
与
地
下
可
有
差
別
款
、
庭
中
之
事
、
従
位
次
、
不
可
及
地
下
之
差
別
放
、
猶
勘
、
更
可
申
付
旨
」
と
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
具
申
し
て
い
る
。
そ
れ
は
殿
上
か
地
下
か
で
差
別
し
て
よ
い
の
か
、
位
階
に
よ
っ
て
地
下
を
差
別
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
地
下
官
人
で
あ
る
河
越
の
主
張
に
沿
っ
て
い
た
。
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
同
九
月
二
日
条
に
よ
れ
ば
三
条
が
藤
波
に
「
已
文
化
之
例
、
治
定
之
上
者
、
今
又
不
可
被
改
歎
、
雛
然
有
願
申
之
状
者
、
以
訴
状
可
申
也
、
其
旨
可
被
達
干
宮
司
也
、
」
と
述
べ
、
同
九
月
三
日
条
に
は
「
祭
主
送
宮
司
之
願
書
」
と
あ
り
、
河
辺
は
使
王
の
上
位
に
列
立
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
願
書
を
藤
波
に
提
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
同
条
に
は
「
新
源
大
納
言
、
明
和
三
年
輔
忠
卿
記
一
冊
被
借
送
之
了
、
彼
座
次
之
事
、
委
細
被
記
之
了
、
」
と
あ
り
、
座
次
の
問
題
が
争
論
と
な
る
な
か
で
三
条
は
明
和
三
（
一
七
⊥
ハ
六
）
年
当
時
の
神
宮
上
卿
広
幡
輔
忠
の
記
録
を
借
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
先
例
を
集
積
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
四
日
条
に
は
藤
波
が
三
条
に
提
出
し
た
次
の
よ
う
な
一
紙
が
み
え
る
。
　
　
又
、
宮
司
為
四
位
之
時
、
殿
上
、
地
下
以
無
差
別
、
文
化
十
一
年
被
定
　
　
下
、
珈
非
無
不
審
、
上
階
之
時
、
不
論
殿
上
・
地
下
、
列
王
使
之
上
、
　
　
又
中
臣
五
位
之
時
、
不
論
殿
上
・
地
下
、
立
王
使
之
下
、
是
近
例
也
、
　
　
然
者
、
至
四
位
、
指
図
殿
上
、
地
下
、
其
理
如
何
、
但
文
化
十
一
年
、
　
　
既
被
定
仰
之
上
ハ
、
今
又
容
易
難
被
改
放
、
猶
可
勘
事
也
、
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
藤
波
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
文
化
十
一
年
の
決
定
は
一71一
聯
か
不
審
で
あ
る
。
中
臣
使
が
上
階
し
た
と
き
は
殿
上
人
か
地
下
人
か
を
論
ぜ
ず
、
王
使
の
上
に
列
し
、
中
臣
使
が
五
位
の
と
き
は
殿
上
人
か
地
下
人
か
を
論
ぜ
ず
、
王
使
の
下
に
立
つ
こ
と
が
近
例
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
中
臣
使
が
四
位
の
と
き
に
使
王
が
下
に
立
つ
理
由
は
何
か
。
し
か
し
既
に
決
定
さ
れ
た
上
は
容
易
に
改
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
藤
波
は
河
辺
と
同
様
に
文
化
十
一
年
の
光
格
天
皇
の
決
定
に
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
中
臣
氏
が
使
王
の
下
に
立
つ
の
は
中
臣
氏
が
五
位
以
下
の
場
合
だ
け
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
　
同
六
日
、
三
条
は
鷹
司
邸
を
訪
れ
、
家
司
を
通
じ
て
使
王
代
と
大
宮
司
の
願
書
、
祭
主
の
添
状
、
自
ら
神
宮
上
卿
就
任
者
の
記
録
で
あ
る
『
輔
忠
卿
記
』
・
『
公
明
卿
記
』
・
『
経
久
卿
記
』
か
ら
抄
記
し
た
先
例
を
提
出
し
た
。
鷹
司
は
、
そ
れ
ら
を
一
覧
し
、
し
ば
ら
く
し
て
三
条
に
文
化
十
一
年
の
決
定
を
改
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
王
使
帯
剣
に
つ
い
て
も
許
可
し
な
い
と
述
べ
た
。
同
八
日
、
三
条
は
河
越
兵
庫
助
を
招
き
、
家
司
正
庸
を
通
じ
て
鷹
司
の
意
向
を
伝
え
た
。
　
同
九
日
に
は
祭
主
政
所
を
招
き
、
家
司
正
庸
を
通
じ
て
河
辺
の
願
い
出
は
却
下
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
同
十
一
日
、
例
幣
発
遣
儀
式
が
行
わ
れ
た
。
同
十
六
日
、
豊
受
宮
に
幣
吊
が
奉
納
、
同
十
七
日
、
皇
大
神
宮
に
幣
吊
が
奉
納
さ
れ
た
。
お
わ
り
に
　
本
稿
に
お
い
て
は
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
度
・
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
度
・
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
度
・
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
度
・
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
度
・
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
度
に
お
け
る
神
宮
例
幣
使
発
遣
の
準
備
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
そ
れ
ら
を
通
覧
す
る
と
承
応
三
年
度
の
場
合
は
再
興
さ
れ
て
数
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
神
宮
伝
奏
が
前
任
者
や
神
宮
奉
行
と
相
談
し
な
が
ら
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
た
。
そ
の
な
か
で
官
務
・
大
外
記
に
地
下
官
人
の
役
者
人
事
を
指
示
し
た
り
、
武
家
伝
奏
に
伝
馬
人
足
の
手
配
を
要
請
し
た
り
し
た
。　
日
程
を
は
じ
め
と
し
て
例
外
は
あ
る
が
、
準
備
過
程
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
く
る
の
が
延
享
四
年
度
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
①
八
月
十
一
日
に
使
王
代
を
家
職
と
す
る
地
下
官
人
の
河
越
と
忌
部
使
を
家
職
と
す
る
真
継
が
神
宮
上
卿
に
対
し
て
例
幣
使
参
向
の
許
可
を
得
た
い
旨
を
申
請
す
る
。
②
同
十
六
日
に
祭
主
が
神
宮
上
卿
に
対
し
て
例
年
通
り
に
式
日
に
お
け
る
例
幣
使
の
発
遣
を
申
請
す
る
。
③
同
十
九
日
ま
で
に
神
宮
上
卿
は
摂
政
か
関
白
に
そ
れ
ら
の
申
請
を
天
皇
に
奏
聞
す
る
許
可
を
得
る
。
④
神
宮
上
卿
は
、
そ
の
許
可
を
得
る
と
、
た
だ
ち
に
議
奏
を
通
じ
て
天
皇
に
奏
聞
し
、
勅
許
を
得
る
。
⑤
神
宮
上
卿
は
祭
主
以
下
に
勅
許
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
伝
達
す
る
。
　
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
準
備
過
程
に
お
け
る
神
宮
上
卿
の
活
動
を
中
心
と
す
一72一
る
神
宮
行
政
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
点
が
三
点
あ
る
。
一
点
目
は
安
永
八
年
に
神
宮
上
卿
正
親
町
公
明
の
意
見
具
申
に
よ
っ
て
伊
勢
例
幣
使
発
遣
儀
式
の
準
備
過
程
が
旧
例
に
復
さ
れ
、
幣
吊
奉
納
に
際
し
て
両
宮
で
行
わ
れ
る
直
会
饗
膳
に
お
け
る
勧
盃
順
序
が
是
正
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
近
世
に
お
い
て
神
宮
伝
奏
・
神
宮
上
卿
が
儀
式
の
準
備
過
程
の
復
旧
を
主
張
し
、
そ
れ
が
実
現
し
た
こ
と
や
、
地
下
官
人
の
訴
え
を
う
け
、
そ
れ
を
関
白
に
取
り
次
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
考
え
を
述
べ
、
関
白
の
決
定
に
反
映
さ
せ
た
こ
と
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
そ
の
主
張
も
正
親
町
自
身
が
調
べ
た
古
記
録
の
先
例
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
拙
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
寛
文
年
間
に
神
宮
伝
奏
清
閑
寺
が
議
奏
東
園
に
「
諸
事
不
勘
之
間
、
官
務
重
房
与
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
遂
評
判
、
可
経
　
奏
」
と
述
べ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
両
者
の
在
り
方
に
は
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
　
二
点
目
は
天
明
四
年
に
神
宮
上
卿
三
条
実
起
が
神
祇
官
代
に
お
け
る
例
幣
発
遣
に
際
し
て
宣
命
を
中
臣
氏
で
は
な
く
使
王
に
授
け
る
こ
と
を
議
奏
中
山
愛
親
に
相
談
し
、
中
山
の
摂
政
九
条
尚
実
に
対
す
る
働
き
か
け
が
あ
り
、
実
現
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
条
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
全
中
山
・
正
親
町
両
亜
相
取
斗
ニ
テ
相
済
、
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
正
親
町
公
明
も
こ
の
件
に
関
与
し
て
い
た
。
　
拙
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
三
条
・
中
山
・
正
親
町
の
三
名
に
共
通
す
る
こ
と
は
有
職
故
実
の
集
積
に
熱
心
で
あ
り
、
神
宮
上
卿
を
家
職
と
し
て
主
体
的
に
勤
め
た
公
卿
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
三
名
が
神
宮
上
卿
の
別
記
の
貸
し
借
り
を
通
じ
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
　
こ
の
こ
と
は
安
永
八
年
以
降
に
同
職
就
任
者
に
占
め
る
清
華
家
公
卿
の
割
合
が
増
加
し
て
同
職
を
清
華
家
と
特
定
の
羽
林
家
公
卿
が
独
占
し
、
同
職
の
家
職
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
家
同
士
の
相
互
扶
助
的
な
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
ま
た
宣
命
を
中
臣
氏
に
授
け
る
こ
と
は
藤
波
家
が
一
条
家
の
門
流
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
貞
享
年
間
に
摂
政
・
関
白
の
職
に
あ
っ
た
一
条
兼
輝
が
命
じ
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
同
年
度
の
例
幣
に
お
い
て
宣
命
は
使
王
に
授
け
る
こ
と
と
改
め
ら
れ
た
の
は
、
三
条
・
中
山
ら
に
よ
る
一
条
家
門
流
に
よ
っ
て
で
き
た
旧
弊
を
是
正
す
る
動
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
三
点
目
は
天
保
十
五
年
に
発
生
し
た
使
王
代
河
越
と
中
臣
使
を
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
宮
司
河
辺
に
よ
る
座
次
争
論
に
つ
い
て
、
伊
勢
神
宮
や
神
祇
官
代
に
お
い
て
中
臣
使
が
上
階
の
者
で
あ
っ
た
と
き
は
中
臣
使
を
列
上
と
し
、
四
位
以
下
の
と
き
は
使
王
を
列
上
と
す
る
と
い
う
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
お
け
る
光
格
天
皇
の
決
定
に
基
づ
き
、
関
白
が
、
そ
の
通
り
と
す
る
と
い
う
裁
定
を
下
し
た
こ
と
で
あ
る
。
　
神
宮
上
卿
正
親
町
実
光
の
『
神
宮
上
卿
雑
記
』
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
六
月
二
七
日
条
に
よ
れ
ば
光
格
天
皇
は
同
年
度
に
お
け
る
神
宮
式
年
遷
宮
の
準
備
過
程
に
お
い
て
も
遷
宮
祭
祀
日
の
決
定
に
際
し
て
祭
主
の
内
諾
を
得
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
こ
と
を
命
じ
、
そ
れ
以
降
、
こ
の
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
た
。
　
以
上
の
こ
と
に
よ
り
光
格
天
皇
在
位
下
の
安
永
八
年
か
ら
文
化
十
一
年
ま
一73一
で
は
伊
勢
神
宮
行
政
の
変
革
期
で
あ
り
、
安
永
八
年
に
お
け
る
神
宮
上
卿
正
親
町
公
明
と
天
明
四
年
に
お
け
る
三
条
実
起
の
活
動
、
文
化
七
年
・
同
十
一
年
に
お
け
る
光
格
天
皇
の
決
定
は
幕
末
に
至
る
ま
で
朝
廷
の
伊
勢
神
宮
行
政
を
規
定
し
続
け
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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史
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史
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史
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史
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介
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年
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九
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頁
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）
　
前
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ハ
～
百
九
頁
（
1
7
）
　
国
立
公
文
書
館
　
一
四
ニ
ー
四
〇
〇
（
1
8
）
前
掲
註
（
1
5
）
嶋
津
論
文
九
二
頁
（
1
9
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
　
正
親
町
家
史
料
　
二
⊥
パ
ー
三
六
八
（
2
0
）
　
蓬
左
文
庫
　
大
炊
御
門
家
史
料
　
一
四
九
（
2
1
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
　
徳
大
寺
家
史
料
　
三
三
－
八
四
（
2
2
）
　
拙
稿
「
近
世
神
宮
伝
奏
の
性
格
変
化
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
八
九
　
　
二
〇
〇
五
年
）
十
九
頁
（
2
3
）
　
前
掲
註
（
2
2
）
拙
稿
　
二
〇
～
二
八
頁
（
2
4
）
拙
稿
「
近
世
朝
廷
と
神
宮
式
年
遷
宮
」
（
『
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
　
　
究
－
第
一
回
大
会
成
果
報
告
集
1
』
　
二
〇
〇
八
年
）
で
は
寛
文
九
（
一
一74一
六
六
九
）
年
度
か
ら
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
度
神
宮
式
年
遷
宮
ま
で
の
朝
廷
に
お
け
る
準
備
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
［
付
記
］
　
本
稿
は
二
〇
＝
年
九
月
十
一
日
に
学
習
院
大
学
に
お
い
て
開
　
　
　
催
さ
れ
た
「
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
　
第
四
回
大
会
」
に
お
け
る
　
　
　
報
告
に
つ
い
て
、
当
日
、
高
埜
利
彦
先
生
よ
り
賜
っ
た
御
教
示
に
基
　
　
　
づ
き
、
そ
の
内
容
を
一
部
修
正
し
て
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
　
　
　
た
参
加
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
御
質
問
を
賜
っ
た
。
先
生
　
　
　
を
は
じ
め
と
し
て
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
陽
中
等
教
育
学
校
教
諭
）
一75一
